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連 載

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
は
、　
一
九
四
八
年
の
設
立

当
初
か
ら
名
称
委
員
会
を
設
置
し
、　
一

が
設
定
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
で
、
独
立

後
の
ア
フ
リ
カ
で
は
多
く
の
先
住
民
族

が
国
立
公
園
か
ら
排
除
さ
れ
る
よ
う
な

事
態
が
生
じ
た
〓
す
な
わ
ち
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ

Ｎ
の
定
義
が
こ
の
よ
う
な
事
態
を
も
た

ら
し
た
の
で
あ
る
．

こ
の
定
義
か
ら
四
〇
年
近
く
経
た
保

護
地
域
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（∪
ａ
一の
メ

二
〇
〇
人
）
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
は

「
「国
立
公
園
』
と

い
う
表
現
を
民
間
人

に
自
ら
の
所
有
地
を
放
棄
さ
せ
る
方
法

と
し
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
」
と
否
定

し
て
い
る

（
コ
ラ
ム
２
）
。

定
義
日
の

「特
別
な
条
件
で
、
ビ
ジ

タ
ー
は
入
園
を
許
さ
れ
る
」
と
い
う
の

も
違
和
感
を
抱
か
せ
る
。
こ
の
よ
う
な

空
間
は
、
今
日
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
保
護
地
域

管
理
カ
テ
ゴ
リ
ー
ａ
の
厳
正
保
護
地
域

に
適
用
す
べ
き
考
え
方
で
あ
り
、
「
公

園
」
に
対
し
て
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
。

ま
た
、
公
園
に
お
い
て
は
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
定
義

の
最
初
に
言
及
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
ｃ

総
会
の

一
号
議
案
を
作
成
し
た
国
立

公
園
委
員
会

の
委
員
も
、
総
会
で
議
案

に
賛
成
し
た
日
本
の
代
表
を
含
む
出
席

者
も
独
立
し
た
ば
か
り
の
ア
フ
リ
カ
の

国
々
で
国
立
公
園
が
住
民
を
排
除
す
る

状
況
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
と
想
像

し
て
い
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

会
か
ら

一
Ｃ
名
が
参
加
し
、
千
家

（
一

九
七
〇

ａ
、
ｂ
）
が
概
要
を
報
告
し
て

い
る
。

一
九
七
八
年
に
保
護
地
域
管
理
カ
テ

ゴ
リ
が
導
入
さ
れ
た
際
に
は
目
立
公
園

は
Ⅱ
と
同
等
と
さ
れ
た
が
、　
一
九
八
二

年
に
国
連
の
リ
ス
ト
に
こ
の
保
護
地
域

管
理
カ
テ
ゴ
リ
が
表
示
さ
れ
た
際
に
は
、

日
本
の
国
立
公
園
は
Ⅱ
と
Ｖ
に
分
か
れ

る
。　
一
九
九
〇
年
に
な

っ
て
本
誌
で
そ

れ
を
め
ぐ

っ
て
議
論
さ
れ
る
。

な
お
、
二
〇
〇
八
年

の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン

（
コ
ラ
ム
２
）

で
は
国
立
公
園
は

「
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
に
対
応
し
た
も

の
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
に
存
在
す

る
」
、
「管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
独
立
し

た
も
の
」
で
あ
り
、
「
す
べ
て
の
カ
テ

な
か

っ
た

．
そ
れ
は
ア
ロ
ア
委
員
長
が

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
を
事
例
と
し
て
、

「
区
域
内
に
、
集
落
、
農
耕
地
、
森
林

ゴ
リ
に
は
優
劣
が
な
い
」
と
記
し
て
い

る
が
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
自
体
が
日
立
公
園
と

そ
れ
以
外
と

い
う
表
現
を
使

っ
て
お
り
、

日
立
公
園
を
特
別
視
す
る
慣
習
を
払
拭

す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
．

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
は

一
九
六
九
年
の
回
立
公

園
の
定
義
を
修
正
す
る
代
わ
り
に
、
保

護
地
域
管
理
カ
テ
ゴ
リ
の
導
入
に
よ

っ

て
対
応
し
て
い
る
が
、
保
護
地
域
管
理

カ
テ
ゴ
リ
自
体
も

一
九
七
八
年
の
導
入

以
来
何
度
も
変
更
さ
れ
て
お
り
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
．

例
え
ば
、
最
初
に
国
立
公
園
を
設
置

し
た
米
国
の
場
合
、
二
〇

一
八
年
末
に

お
い
て
六

一
カ
所
の
目
立
公
園
が
あ
る
が
、

二
九
カ
所
が
保
護
地
域
管
理
カ
テ
ゴ
リ

Ⅱ
、
海
域
を
主
体
と
し
て

一
四
カ
所
が

Ｖ
で
、
Ｉ
ｂ
と
重
複

す

る
個

所

も

多

い
ｃ

ホ

ッ
ト

・
ス
プ

リ

ン

グ
ス
国
立
公
園

の
よ

う

に
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
こ

最
近

の
ゲ
ー
ト
ウ

ェ

イ

・
ア
ー
チ
国
立
公

園
も
、
ジ

ェ
フ
ァ
ー

ソ
ン
大
統
領

に
よ
る

含
む
地
域
住
民
の
狩
猟
採
集
活
動
を
認

め
た
ｃ
特
に
ア
ラ
ス
カ
の
国
立
公
園
に

接
し
て
多
く
の

「
国
立
プ
リ
ザ
ー
ブ
」

ル
イ
ス
‐ク
ラ
ー
ク
探
検
隊
派
遣
を
記
念

す
る
も
の
で
あ
―，
、
保
護
地
域
管
理
カ

テ
ゴ
リ
に
入
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
．
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公

園
の
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ツ
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戸
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―
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い
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コラム212008年のガイ ドラインにおける国立公園

ゲートウェイ・アーチ国立公園

Note tf,at the name "national park" is not
exclusively Iinked to Category ll. Places called
national parks exist in all the categories (and there

are even some national parks that are not
protected areas at all). The name is used here

because it is descriptive of Category ll protected

areas in many countries. The fact that an area is

called a national park is independent of its
management approach. ln particular, the term
"national park" should never be used as a way of
dispossessing people of their land.

23 国立公園 No 778/NO∨ EMBER 2019

●
●
摯

〓

|■ 1・ ■:==


